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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第23期
第２四半期
連結累計期間

第24期
第２四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 2022年１月１日
至　2022年６月30日

自 2023年１月１日
至 2023年６月30日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 8,357,659 5,369,393 16,880,927

営業損失(△) (千円) △446,505 △573,149 △598,112

経常利益又は経常損失(△) (千円) 111,858 △336,493 △73,471

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △342,728 △391,702 △541,922

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △479,796 △292,245 △727,565

純資産額 (千円) 12,376,154 12,859,094 13,153,557

総資産額 (千円) 19,296,891 20,006,751 20,859,788

１株当たり四半期(当期)純損失(△) (円) △9.02 △9.68 △13.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 64.1 64.1 62.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 282,814 △773,122 △186,966

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △462,527 △1,270,374 △1,356,560

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,017,768 337,649 3,536,052

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,889,996 4,442,920 6,017,468
 

 

回次
第23期
第２四半期
連結会計期間

第24期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △4.36 △0.65
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期

(当期)純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間の売上高は5,369,393千円（前年同期比35.8％減）となりました。

「BLEACH Brave Souls」及び「うたの☆プリンスさまっ♪ Shining Live」の両タイトルは、期初より継続して

堅調に推移しました。一方で、「キャプテン翼 ～たたかえドリームチーム～」が前年を下回って推移していたこ

とに加え、運営タイトルの見直しに伴う運営タイトル数の減少もあり、売上高は前年同期比で減少となりまし

た。

費用面では、売上原価は4,528,467千円（同36.2％減）となりました。これは主に、ゲーム事業の売上高の減少

に伴い支払手数料等が大幅に減少したことに加え、継続して取り組んでいるコストの見直しにより、外注費、業

務委託費及びその他各種費用が減少したことによるものです。

販売費及び一般管理費は1,414,076千円（同17.2％減）となりました。これは主に、運営タイトル数の減少及び

既存タイトルにおけるマーケティングコストの見直しにより、広告宣伝費が減少したことによるものです。

営業外収益は359,699千円となりました。これは主に、為替差益305,792千円を計上したことによるものです。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高5,369,393千円（同35.8％減）、営業損失573,149千円

（前年同期は営業損失446,505千円）、経常損失336,493千円（前年同期は経常利益111,858千円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失391,702千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失342,728千円）となりまし

た。

 
(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は20,006,751千円となり、前連結会計年度末に比べ、853,036千

円の減少となりました。

流動資産合計は8,200,693千円となり、前連結会計年度末に比べ、2,142,925千円の減少となりました。これは

主に、現金及び預金が1,574,548千円減少、その他が307,351千円減少したことによるものです。

固定資産合計は11,806,058千円となり、前連結会計年度末に比べ、1,289,888千円の増加となりました。これは

主に、ソフトウエア仮勘定が1,305,736千円増加したことによるものです。

 

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は7,147,657千円となり、前連結会計年度末に比べ、558,572千

円の減少となりました。

流動負債合計は4,535,287千円となり、前連結会計年度末に比べ、1,495,367千円の減少となりました。これは

主に、買掛金が654,663千円減少、短期借入金が1,000,000千円減少したことによるものです。

固定負債合計は2,612,370千円となり、前連結会計年度末に比べ、936,795千円の増加となりました。これは主

に、長期借入金が1,016,795千円増加したことによるものです。

 
（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は12,859,094千円となり、前連結会計年度末に比べ、294,463

千円の減少となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が391,702千

円減少したことによるものです。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年
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度末に比べ1,574,548千円減少し、4,442,920千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は773,122千円（前年同期は282,814千円の増

加）となりました。これは主に、仕入債務の減少655,451千円、税金等調整前四半期純損失302,649千円によるも

のです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は1,270,374千円（前年同期は462,527千円の減

少）となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出1,357,313千円によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は337,649千円（前年同期は2,017,768千円の増

加）となりました。これは主に、長期借入れによる収入2,000,000千円、短期借入金の減少1,000,000千円による

ものです。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、65,261千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 93,618,000

計 93,618,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,092,200 41,092,200
東京証券取引所
プライム市場

完全議決権株式であり、
株主としての権利内容に
何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であ
ります。
また、単元株式数は100
株となっております。

計 41,092,200 41,092,200 ― ―
 

(注) １．提出日現在の発行済株式のうち461,100株は、譲渡制限付株式報酬として自己株式を処分した際の現物出資

（金銭報酬債権 511,866千円）によるものであります。

２．提出日現在発行数には、2023年８月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

― 41,092,200 ― 5,457,956 ― 5,153,711
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(5) 【大株主の状況】

  2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

 発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

真田　哲弥 東京都江東区 4,042,700 9.99

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 3,269,200 8.08

上田八木短資株式会社 大阪市中央区高麗橋２丁目４－２ 911,800 2.25

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 840,746 2.07

福良　伴昭
徳島県徳島市 719,000 1.77

株式会社バンダイナムコホールディ
ングス

東京都港区芝５丁目３７番８号 670,000 1.65

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 491,200 1.21

株式会社日本カストディ銀行（信託
口）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 409,500 1.01

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡ
ＮＫ ３８５７８１
（常任代理人：株式会社みずほ銀行
決済営業部）

２５ ＢＡＮＫ ＳＴＲＥＥＴ， ＣＡＮＡＲ
Ｙ ＷＨＡＲＦ， ＬＯＮＤＯＮ， Ｅ１４
５ＪＰ，ＵＮＩＴＥＤ ＫＩＮＧＤＯＭ
（東京都港区港南２丁目１５－１
品川インターシティＡ棟）

397,351 0.98

森田　英克 東京都目黒区 353,000 0.87

計 ― 12,104,497 29.92
 

(注) １．所有株式数の割合の小数点第３位以下は切り捨てております。

    ２．上記のほか当社所有の自己株式641,531株があります。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

641,500
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

404,398
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数
は100株であります。

40,439,800

単元未満株式 普通株式 10,900
 

― ―

発行済株式総数 41,092,200 ― ―

総株主の議決権 ― 404,398 ―
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② 【自己株式等】

  2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ＫＬａｂ株式会社

東京都港区六本木６丁目10－１ 641,500 ― 641,500 1.56

計 ― 641,500 ― 641,500 1.56
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,017,468 4,442,920

  売掛金 1,768,227 1,527,296

  未収還付法人税等 10,274 －

  その他 2,576,297 2,268,946

  貸倒引当金 △28,649 △38,469

  流動資産合計 10,343,618 8,200,693

 固定資産   

  有形固定資産 216,210 204,209

  無形固定資産   

   のれん 733,161 688,727

   ソフトウエア 55,620 86,756

   ソフトウエア仮勘定 4,023,684 5,329,420

   その他 672 2,002

   無形固定資産合計 4,813,138 6,106,907

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,893,484 3,222,378

   その他 2,593,335 2,272,562

   投資その他の資産合計 5,486,820 5,494,941

  固定資産合計 10,516,169 11,806,058

 資産合計 20,859,788 20,006,751

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,315,661 660,998

  短期借入金 1,000,000 －

  1年内返済予定の長期借入金 1,070,669 1,391,523

  未払法人税等 135,473 94,137

  賞与引当金 134,106 131,458

  その他 2,374,744 2,257,171

  流動負債合計 6,030,655 4,535,287

 固定負債   

  長期借入金 1,435,575 2,452,370

  その他 240,000 160,000

  固定負債合計 1,675,575 2,612,370

 負債合計 7,706,230 7,147,657

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,457,956 5,457,956

  資本剰余金 5,212,506 5,212,506

  利益剰余金 2,828,756 2,437,053

  自己株式 △397,377 △397,377

  株主資本合計 13,101,841 12,710,138

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 262,246 443,687

  為替換算調整勘定 △240,894 △322,878

  その他の包括利益累計額合計 21,351 120,808

 新株予約権 30,364 28,147

 純資産合計 13,153,557 12,859,094

負債純資産合計 20,859,788 20,006,751
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 8,357,659 5,369,393

売上原価 7,096,077 4,528,467

売上総利益 1,261,581 840,926

販売費及び一般管理費 ※1  1,708,086 ※1  1,414,076

営業損失（△） △446,505 △573,149

営業外収益   

 受取利息 5,111 11,410

 受取配当金 35,557 32,993

 為替差益 465,312 305,792

 その他 64,768 9,503

 営業外収益合計 570,751 359,699

営業外費用   

 支払利息 4,239 18,949

 支払手数料 － 55,874

 持分法による投資損失 3,186 －

 投資事業組合運用損 － 38,232

 その他 4,961 9,986

 営業外費用合計 12,387 123,043

経常利益又は経常損失（△） 111,858 △336,493

特別利益   

 投資有価証券売却益 151,580 32,036

 その他 1,610 2,217

 特別利益合計 153,190 34,254

特別損失   

 減損損失 410,029 －

 固定資産除却損 959 410

 その他 117,583 －

 特別損失合計 528,572 410

税金等調整前四半期純損失（△） △263,523 △302,649

法人税等 79,204 89,052

四半期純損失（△） △342,728 △391,702

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △342,728 △391,702
 

EDINET提出書類

ＫＬａｂ株式会社(E25867)

四半期報告書

10/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純損失（△） △342,728 △391,702

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 30,794 181,568

 為替換算調整勘定 △167,475 △81,983

 持分法適用会社に対する持分相当額 △386 △127

 その他の包括利益合計 △137,068 99,457

四半期包括利益 △479,796 △292,245

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △479,796 △292,245
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △263,523 △302,649

 減価償却費 215,052 64,293

 のれん償却額 44,434 44,434

 減損損失 410,029 －

 固定資産除却損 959 410

 投資有価証券評価損益（△は益） 49,639 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,792 9,820

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,404 △2,648

 受取利息 △5,111 △11,410

 受取配当金 △35,557 △32,993

 支払利息 4,239 18,949

 為替差損益（△は益） △457,185 △194,056

 売上債権の増減額（△は増加） 581,509 245,136

 棚卸資産の増減額（△は増加） △508 91,320

 前渡金の増減額（△は増加） 59,530 26,972

 仕入債務の増減額（△は減少） △691,471 △655,451

 投資有価証券売却損益（△は益） △190,949 △32,036

 未収入金の増減額（△は増加） 565,298 192,940

 未払金の増減額（△は減少） △319,109 △242,260

 
未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△152,487 △26,376

 未払費用の増減額（△は減少） 534 98,045

 その他 276,509 13,725

 小計 86,446 △693,834

 利息及び配当金の受取額 40,170 43,765

 利息の支払額 △4,559 △18,626

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 160,756 △104,425

 営業活動によるキャッシュ・フロー 282,814 △773,122

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 694,800 －

 出資金の払込による支出 △100,000 －

 有価証券の取得による支出 △56,879 －

 有形固定資産の取得による支出 △3,771 △22,151

 投資有価証券の売却による収入 431,664 34,577

 無形固定資産の取得による支出 △1,440,857 △1,357,313

 敷金及び保証金の回収による収入 28,736 86,785

 その他 △16,219 △12,272

 投資活動によるキャッシュ・フロー △462,527 △1,270,374

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） 500,000 △1,000,000

 長期借入れによる収入 2,000,000 2,000,000

 長期借入金の返済による支出 △484,889 △662,351

 その他 2,657 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,017,768 337,649

現金及び現金同等物に係る換算差額 234,962 131,299

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,073,018 △1,574,548

現金及び現金同等物の期首残高 3,816,978 6,017,468

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,889,996 ※1  4,442,920
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

給料手当及び賞与 338,393千円 343,848千円

貸倒引当金繰入額 △105千円 △82千円

賞与引当金繰入額 23,547千円 18,220千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

現金及び預金 5,889,996千円 4,442,920千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 5,889,996千円 4,442,920千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年６月30日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 
２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 
２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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 (セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

四半期連結損益計算書計上
額
(注)２ゲーム事業

売上高    

ユーザーからの課金収益 7,202,968 － 7,202,968

その他 906,352 248,338 1,154,690

顧客との契約から生じる収益 8,109,320 248,338 8,357,659

その他の収益 － － －

  外部顧客への売上高 8,109,320 248,338 8,357,659

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － －

計 8,109,320 248,338 8,357,659

セグメント利益又は損失(△) 1,289,732 △28,150 1,261,581
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサーチ＆コンサルティング事

業・その他事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため差異調整は行って

おりません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「ゲーム事業」セグメントにおいて、ソフトウエアの減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第２四半期連結累計期間においては410,029千円であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

四半期連結損益計算書計上
額
(注)２ゲーム事業

売上高    

ユーザーからの課金収益 4,067,330 － 4,067,330

その他 769,723 532,339 1,302,063

顧客との契約から生じる収益 4,837,054 532,339 5,369,393

その他の収益 － － －

  外部顧客への売上高 4,837,054 532,339 5,369,393

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － －

計 4,837,054 532,339 5,369,393

セグメント利益 577,557 263,369 840,926
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ブロックチェーン関連事業・その

他事業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため差異調整は行っておりません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失 9円02銭 9円68銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(千円) 342,728 391,702

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失(千円)

342,728 391,702

普通株式の期中平均株式数(株) 37,991,403 40,450,669

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － －

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であ

るため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

2023年８月８日

ＫＬａｂ株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　川　　幸　　康  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 根　　本　　知　　香  

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＫＬａｂ株式会

社の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＫＬａｂ株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
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実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

　
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

    ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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